
○ 参加者内訳及びアンケート回答数

参加人数 回答数

一般 職員 スタッフ 合計

男性 88人 38人 9人 135人 参加人数

女性 43人 10人 4人 57人 回答数

合計 131人 48人 13人 192人 回収率

○ 集計結果

◆ 回答者の年代について

人数 割合

10代 0人 0.0%

20代 1人 0.7%

30代 9人 5.9%

40代 17人 11.2%

50代 24人 15.8%

60代 47人 30.9%

70代 44人 28.9%

80代 5人 3.3%

90代以上 0人 0.0%

不明 5人 3.3%

合計 152人

◆ 回答者の所属について

人数 割合

町内会役員 34人 22.4%

地区自治協議会役員 42人 27.6%

NPO団体 1人 0.7%

企業関係者 2人 1.3%

不動産関係者 0人 0.0%

大学関係者 0人 0.0%

学生 0人 0.0%

一般市民 10人 6.6%

佐世保市職員 35人 23.0%

県・他市町職員 7人 4.6%

その他 19人 12.5%

不明 2人 1.3%

152人合計

地域コミュニティ活性化シンポジウムに関するアンケート　集計結果
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【その他の内容】

・民生委員・児童委員 ・社協

・地域おこし協力隊

・生活支援コーディネーター
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① 本日のシンポジウムをどのようにして知りましたか？（複数回答含む）

回答数 割合

広報紙 34 21.1%

チラシ・ポスター 66 41.0%

テレビ・新聞・ラジオ 1 0.6%

職場等 33 20.5%

SNS 1 0.6%

佐世保市ホームページ 4 2.5%

その他 20 12.4%

不明 2 1.2%

161

② 内容はどうでしたか？

人数 割合

とても興味深かった 74人 49.0%

興味深かった 74人 49.0%

あまり興味がなかった 3人 2.0%

興味がなかった 0人 0.0%

不明 1人 0.7%

151人

③ 開催時間はどうでしたか？

人数 割合

長かった 23人 15.1%

ちょうど良かった 117人 77.0%

短かった 6人 3.9%

不明 6人 3.9%

152人合計
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【その他の内容】

・地区自治協議会役員さんより紹介

・自治協理事会 ・民生委員定例会

・福推協 ・アルカスの立て看板

・通知 ・会議 ・地区自治協議会
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④ 今後の町内会活動や地区自治協議会活動のヒントになりましたか？

人数 割合

なった 140人 92.1%

ならなかった 5人 3.3%

不明 7人 4.6%

152人

⑤ 全住民アンケートの必要性を感じましたか？

人数 割合

感じた 123人 80.9%

感じなかった 14人 9.2%

不明 15人 9.9%

152人

⑥ 斉藤氏の講演に関するご意見・ご感想等があれば、ご記入ください。

・良かった。

・大変参考になりました。ありがとうございました。

・地区別の人口推計分析の必要性を感じた。

・「若者の意見をきく」の発想、なかったです。若い人が住み続けたくなるようなまちづくりを
　やっていきたいですね。

・とにかく動いてみることが大事であると感じた。一部の人でやるのではなく、住民全員に何か
　をやってもらえれば関心も高まるのではないか。

・要点、課題がとてもわかりやすく今後に活かしたい。

・スタートの部分では早口で聞きづらかった。

・現状を認識するには、数値で見える化していく事が必要だと感じました。

・高齢少子に地域性（坂道・車が入らない等）がプラスされて直一層活動に苦労があります。

・非常に参考になりました。

・地域を考え取組む～まずやってみる～歩きながら考える

・小さいことから町内でしていこうと思う。

・行事をやっていく中で自分自身も楽しみながらやって行く事を学びました。

合計

合計
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・もう１回開いても良い。

・内容的に難しかった。

・非常に役に立った。

・地域の問題点を良く見つめそれを仕事の一つとして、取り組んでいるところに興味が持てた。
　データを取って数字を出すことは、大切と分かった。

・説明がすごく解りやすかったです。

・今迄にない具体的な取り組みの内容だったのでとても参考になった。

・我々が知らないことをよく分析されていて必要性を感じた。

・自治会と行政のはざまが、次第に自治会重視になってきている。住民は逆に興味を失ってきて
　いる。それを無くす話が沢山ほしかった。

・地域の現状を見とれた情報で良かったです。市民へもっと広報が必要ですし、大切な事だと思
　いました。

・大変、為になった。ついでにやる、まとめてやるということを考えてみたいと思う。

・現状を捉え、発想をする事が大切だと思えた。

・とても参考になった。

・佐世保市の自治協のオフィシャルサポーターになっていただいて、自治協や町内会運営に助
　言がほしい。組織のあり方ばかり論ずるのではなく、実践の効率化や道すじを作っていくの
　が、コミュニティ推進課の第１の優先にしていけば、自治協がまとまるのではないか。

・歩きながら考えると、まず小さな組織から「つぶやき」を聞きながら、実践できる様、努力
　したいと思う活力をいただきました。

・非常にわかりやすかった。うちは少子高齢化の先進地区なので、特によくわかったのかもと
　思う。せっぱつまっている。

・各世代からのアンケート調査、方法（手渡し等）など、参考になった。

・貴重なシンポジウムでした。講師の話しがたいへん参考になりました。

・講演テーマ内容を地域に活用するために、くわしい所までの話を聞きたかった。地区調査を
　行う手本になったかなと感じた部分も有りました。

・妄想・構想・まずはやってみる、大変参考になった。

・アンケートの結果及びアンケートから実現したとりくみ等、具体的な事を知りたかったです。

・「ついでにやる・まとめてやる」これまでの取組により付加価値をつけ、効果的に行うため
　にとても役に立った。

・うなずく事ばかりでした。

・とても参考になりました。ありがとうございます。

・今後の自治協議会の運営の参考となった。

・引っぱっていく人によるのではないかと思う。私達の自治協は実際に何のイベントもあって
　いない！

・すばらしい内容で参考になりました。タイトルのつけ方がもう少し柔らかだったら一般の方々
　も参加しやすかったのではと思いました。

・具体例もあり非常に興味ある講演でした。何地区かモデルとして「棚おろし」をやってみて
　は？と思いました。

・情報共有の場の具体的な手法をおたずねしたかった。

・今までとこれからでは状況が違うため、同じような取組みを行っていくだけでは次世代にスム
　ーズにバトンタッチしていくことができない。負担減を考えていかなければならないことを改
　めて感じました。

・全住民アンケート中心の話ではなかったのが残念だった。しかし、市職員として運営、立上げ
　を支援する側であるため、その過程で必要なことが改めてわかってよかった。

・地域自治の必要性がよく分かりました。

・興味深く活動のヒントを作る講演でよかったと思います。

・歩きながら～は、正にこれから必要なスタンス！市議会も同じスタンスを持ってほしい。
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⑦ シンポジウム全体に関するご意見・ご感想等があれば、ご記入ください。

・事例発表も大変良かったと思います。ありがとうございました。

・全地区の自治協議会の出席とまではなっていなかった。もっと全地区が参加してほしかった。

・活性化の為に自治協を立ちあげて下さいという流れで立ちあげましたが地区のイベントの
　予算も減らされ何も出来ませんよ！予定時刻に終わって下さい！！その辺から歩いて来て
　いるのではありません。駐車料金発生あり。

・地区自治協議会の普段は聞くことができない。活動を聞くことができて、大変良かった。

・今までの行事、大事だと思うけど、私達にはムリです。もっと、スリム化してもいいよの声
　かけを現役員にしてほしい。減らしたら補助金プラスとかムリかなぁ。

・俵町公民館はガンバッテいる。

・地域の方々の発表は、情報共有するため大切であり、また課題などの解決にも参考となる
　ため、必要なことであると思います。

・アンケートの手法、事例を学べる内容が今後あればと思いました。質疑応答の時間ももう
　少しほしいです。

・昨年のように、もっと事例発表が多いといいなと思いました。事例発表、ためになりました。

・身近な話で参考になった（考え方）。久々にいい話でした。

・山澄地区の報告はとても参考になりました。

・お互い様の気持ちの大切さが改めて理解出来た。

・開催時間をもう少し早めにしてほしいです。

・時間をお願いしたい。延長の時間が余りに長いので行きたくなくなる。

・今後も引き続き同様のシンポジウムを催して下さい。

・当自治協にとってとてもよい機会をいただきました。また、こういう機会を設けて下さい。

・よい講師だったと思う。（実践家）

・多くのヒントがあった。

・歯切れのよい話し方で、理解しやすかった。

・20、進化ではなく、変化だと思う。

・実績のある方の話しは、とても参考になりました。

・自分の今からの行動を決める上で、非常に参考になった。

・分かり易い説明でした。少し早口？に感じました。

・住民アンケートの質問内容はどうなっているのかな。

・参考になりました。

・若干長かった。

・とても参考になりました。若い人をまきこんでいきたい。

・今後の課題として地域との世代を超えた交流を含めいろんな意見を聞き、行事等の高齢者の
　活用をし、一体感を深める。

・成功事例、失敗事例の紹介がほしい。

・今は個人情報にしめつけられているので活動がむずかしい。

・標題から予想した内容と大きく違っていた。おおむね予想された活動で余り参考にならな
　かった。

・活動の参考になりました。

・とてもとても勉強になりました。私達もやろう！と思える勇気が出るお話でした。

・アンケートを性別、年代別で分析すると、正確なニーズの把握ができる事が分かり、参考に
　させていただきます。

・やれることを無理せず「歩きながら」とにかくやってみるという考え方、参考にさせていただ
　きたいと思いました。

・問題解決の着眼点にたいへん感心されられました。
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・このようなシンポジウムを開催して頂きたい。

・講演・事例発表と良いバランスで良かった。

・質疑の時間があった方がよかった。

・内容的には分かりやすかった。非常に良かった。

・斉藤様の講演は大変良かったです。ありがとうございました。これからもこういう機会を
　もうけてほしいです。佐世保の為、日本の為に。

・質問を求める時は、講演者の話についてと最初に説明した方が良い。今日、話されたのは、
　自分の体験談・意見であって「質問」ではない。こう言う方が多いので。
　小さい声で隣の人としゃべる人があちこちで見られた。最初に私語厳禁と言っておく。一般
　の来場者でビデオを取る人がいたが、目ざわりになるので、禁止した方がよい。

・多くの自治協役員に聴いてもらいたいので、斉藤氏の出前講座を地域でできたらなぁ…と
　思います。

・行政を通じて少子高齢化が本当に進んでいて、市民あげて共有をめざすＰＲが欲しい(知恵)。

・地域活性化に直接関係する話しが聞きたい。町内会・自治会の活動で他に先がけで進んで
　いる事例はないのか。

・時間が予定より長かったので、タイムスケジュールの見直しが必要だと思いました。

・市と自治協、市民の連携が必要！

・山澄、俵町、崎辺地区の発表がビデオやスライドを使ってわかりやすかった。楽しみながら
　町内活動をしたいと思う。

・どんどんやってほしい。空調機あつい・さむいが大きかった。

・内容を考えて、話が進み過ぎ。

・大変良かった。

・時間守って欲しい。各々調整して。

・事例発表はそれぞれわかりやすく、会場の方もうなづきながら聞かれていました。成功例で
　なくても悩みの共有としても各町内会相互の情報交換を行っていくことは意義があるのでは
　と感じました。

・市内である地区自治協議会は身近なことばかりで参考になり今後もお願いです。

・俵町のとりくみはわかりやすかった。今後も頑張ってほしい。

・自治協議会と自治会との接点が反比例しがちです。自治協議会への参加は役員のみの参加に
　終わっている。その解決を課題（テーマ）にしてほしい。

・人口減の対応、対策が必要と痛感しました。

・今後もこのような行事を実施していただきたい。

・民生委員としても大変参考になりました。

・他町内の活動に感心しました。

・行政と地域の連携が必要。行政の動きを可視化必要。何をどうすれば良いか判らない。

・シンポジウムも昨年とほぼ同じでした。他地区のことも聞いてみたい。

・後継者不足が多い中、何を整理するか、我々の世代の背負っていることをスリム化して、
　バトンを受けつげる体制づくりを考えます。

・アンケートで気付けるかどうか？現状はモデルを示してもらいたい。その方が良い。

・活動事例発表は、参考にもなりますし、モチベーション向上にもつながると思うので、
　もっと多くの地区に発表してもらう機会を作っていいと思います。
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